


要約:妊娠中における早産の原因を知ることを目的として、子宮頸管長、子宮頸管培養、

頸管内顆粒球エラスターゼ、癌胎児性フィブロネクチンを測定し、早産との関連性につい

て検討しているが、現時点では妊娠の転帰の結果がまだ出ておらず、今後、その結果を待

たなければならない。


